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気候について                                     崎原小中学校長  宮村 雄一郎 

今年は例年より早く、沖縄に先んじて５月３日頃に奄美地方は梅雨入りをした。例年は連休を過ぎ

ると梅雨入りといったイメージだが、今年は愚図ついた天気の５月の連休となった。しかし、梅雨に入

ってからそれほど雨は降っていない印象である。空梅雨になるのか、終わってみれば例年通りなの

か、もうしばらく梅雨は続くと思われる。また、発行前台風６号の発生のニュースがあった。どうも沖

縄・奄美に北上してきそうだ。この時期にしては珍しいのか、最近大きな台風の接近はないような気

がする。この６号が大きく発達して、被害をもたらさないことを祈りたい。 

天気予報というのは、かつては観測などの結果から得られたデータをもとに天気図を作り、気象台

（気象庁）の職員が過去の気象状況をもとにした経験から予想を立てていた。そのため、「地球温暖

化」という言葉が一般的になり、過去の経験則が生かせない気象状況が続き天気予報が外れること

が多い時期があった。（３０年ほど前だろうか。）現在では気象衛星「ひまわり９号」やアメダスなどの

観測データをスーパーコンピューターで計算（数値予報）し、気象予報士がその結果を分析・補正し

て作成している。また、観測機器の向上と様々なデータの圧倒的な量でこの精度は格段に上がって

いる。また、１９９４年気象予報士の第１回国家資格試験から民間気象会社が設立され、気象台（気

象庁）でなくても天気予報を出せるようになった。 

何か天気に関することを長々書いたが、「今までこうだったとか」、「これまでこうあった」ということ

など、これまでの常識が通じないことが近年あるいは最近当たり前になっているということを、天気を

例に書きたかった。そんな社会で生きていくために、「私たちはどうあるべきか」、「どう考えるべき

か」、それぞれが受動的でなく能動的に主体的に考え判断する必要があると考える。また世の中は目

まぐるしい技術革新が進んでいる。インターネットだけでなくＡＩの活用。他人任せ機械任せにするの

ではなく最終的に判断するのは人間、自分でなくてはならない。そんな社会で生きていくための教育

を本校では目指したい。そのための『自立した学習者を育む教育の創造』（本校の研究テーマ）で

あると信じ、少しでも子供たちの自ら生きる力、これからの世の中を生き抜く力を育みたい。 

伝言板 
・ 教科書展示について 
大島地区北部教科書センターになっている名瀬小学校で、６月１４日（日）から２週間、現在
小中学校で使われている教科書をはじめ、教科書の展示が行われます。興味がある方は、足を
運ばれて教科書に触れてください。詳しくは名瀬小学校または本校にお問合せください。 
・ ふるさと体験留学について 
今年も６月２４・２５日（水・木）にふるさと体験留学の受入を行います。昨年同様、市内大規
模校の子供たちに崎原の自然を感じてもらえるようタナガ採り体験や郷土料理体験等を計画し
ています。地域の方々の協力が必要です。よろしくお願いします。後日案内をいたします。 
・ AED の設置について（地域・保護者の皆様へ） 
昨年ＰＴＡ総会で出た、学校に設置されているＡＥＤについて、確認で再度お知らせします。学
校のＡＥＤに関しては地域でもしものことがあった際は、活用してください。休日の緊急時は玄関
横の内側にＡＥＤがあります。安全に気をつけて、入り口横の窓ガラスを割るなどして取り出して
ください。連絡は事後で構いません。人命第一。ただ、何もないことが一番です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月１３日（水）に、「人権の花」運動開
校式を行いました。奄美人権擁護委員の皆
様や鹿児島地方法務局奄美支局の皆様をお
迎えし、人権について考える大切な時間と
なりました。開校式では、ひまわりの種や
人権マスコットの贈呈があり、児童代表が
感謝の気持ちとこれからの決意をしっかり
と発表しました。 
 講話では、相手を思いやることや、一人
一人の違いを認め合うことの大切さについ

て、わかりやすくお話していただきました。
これから子どもたちは、ひまわりを大切に
育てながら、やさしさや思いやりの心につ
いて学びを深めていきます。学校全体で、
人権を大切にする温かな雰囲気づくりを進
めていきたいと思います。 

 

 

 

 ５月２７日（水）に、小中合同で防災教室を

実施しました。今回は、梅雨時期の自然災害を

想定し、名瀬測候所の方を講師にお招きして

防災に関する講話・ワークショップをしてい

ただきました。子どもたちは、災害時に大切な

行動や命を守るための心構えについて真剣な

表情で話を聞き、意見を出し合いました。 

 また、その後、天候の急変による早めの下校

を想定した引渡訓練も行いました。保護者の

皆様のご協力のおかげで、落ち着いて訓練を

進めることができました。いざという時に慌

てず行動できるよう、今後も防災意識を高め

ていきます。 

 

 

 

３日（水） 複式５校合同宿泊学習（小５・６）【～４日（木）】 

        ※ ５日（金）休養措置日

４日（木） 職場体験学習（中）【～５日（金）】 

１０日（水） 高校説明会 

１１日（木） プール清掃 

        ※ 予備日１６日（火） 

２２日（月） １学期期末テスト【～２３日（火）】 

２４日（水） ふるさと体験学習【～２５日（木）】 

２９日（月） スクールカウンセラー来校 

 

 

 ５月２８日（木）に、小湊駐在所や市防
災危機管理室の皆様を講師としてお迎え
し、交通安全教室を実施しました。講話で
は、動画やクイズを交えながら、交通事故
の危険や安全な行動についてわかりやすく
学びました。実習では、発達段階に応じて

内容を分け、小学校低学年は横断歩道の安
全な渡り方、高学年以上と中学生は自転車
の点検や正しい乗り方について確認しまし
た。自転車のルール改正についても話があ
りました。日頃の生活の中で、自分の命を
自分で守る意識をこれからも育てていきた
いと思います。 

防災教室・引渡訓練 

６月の主な行事 交通安全教室 

「人権の花」運動開校式 


